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注）高山市は、2005年2月1日に合併。単位は千人。


































































総数 0～ 14歳 15 ～ 64歳 65歳以上 総数 0～ 14歳 15 ～ 64歳 65歳以上
2010年 128,057 16,839 81,735 29,484 100.0 13.1 63.8 23.0 
2020年 124,100 14,568 73,408 36,124 100.0 11.7 59.2 29.1 
2030年 116,618 12,039 67,730 36,849 100.0 10.3 58.1 31.6 
2040年 107,276 10,732 57,866 38,678 100.0 10.0 53.9 36.1 
2050年 97,076 9,387 50,013 37,676 100.0 9.7 51.5 38.8 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　ln（邦人宿泊旅行延べ参加回数）＝－8.809  ＋　1.306× ln（生産年齢人口）
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（1.703）
　　　　　　　　　　　　＋0.295× ln（実質GDP） －　0.195×パソコン普及率
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